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■御前崎海岸の過去と現在
（斜め写真１）

中西川

撮影：1980年12月

中西川

撮影：2007年1月31日

中西川

撮影：2008年1月10日

1．斜め航空写真による海岸変遷の確認

■御前崎海岸の過去と現在（斜め写真２）

撮影：1984年or85年
(御前崎市提供)

中西川

中西川

撮影：2008年1月10日

中西川

撮影：2007年1月31日
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■御前崎海岸の過去と現在（斜め写真３）

撮影：1980年12月

中西川

お
さ筬

川

撮影：2008年1月6日

撮影：2007年1月31日

お
さ筬

川
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■浜岡海岸の過去と現在（斜め写真１）

筬川

撮影：1980年12月

浜岡原子力
発電所

筬川

撮影：2007年1月31日

浜岡原子力
発電所

筬川

撮影：2008年1月6日6



■浜岡海岸の過去と現在（斜め写真２）

新野川

浜岡原子力
発電所

撮影：1980年12月

浜岡原子力
発電所

撮影：2007年1月31日

浜岡原子力
発電所

撮影：2008年1月6日7

■大浜海岸の過去と現在（斜め写真）

菊川

撮影：1980年12月

菊川

撮影：2007年1月31日

菊川

撮影：2008年1月10日8



■福田漁港の過去と現在（斜め写真）

太田川

福田漁港

西防波堤

撮影：1980年12月

東防波堤（1993-2002）
西防波堤（1976-1990）

当時の砂浜些少部は
（現在の）漁港区域→

太田川

福田漁港

西防波堤

撮影：2005年1月13日

太田川

福田漁港

西防波堤

撮影：2008年1月10日9

■浅羽海岸の過去と現在（斜め写真）

撮影：1980年12月福田漁港・浅羽海岸

撮影：2007年1月19日
↓

福田漁港

撮影：2008年1月10日
↓

福田漁港10

H19年台風9号による
自転車道被災区間



■竜洋海岸の過去と現在（斜め写真１）

離岸堤（1993-1996整備）

撮影：2007年1月19日

撮影：2008年2月4日

撮影：1980年12月
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■竜洋海岸の過去と現在（斜め写真２）

撮影：1980年12月

磐南浄化
センター

離岸堤群
↓ 撮影：2007年1月19日

磐南浄化
センター

離岸堤群
↓ 撮影：2008年2月4日12



■浜松五島海岸の過去と現在（斜め写真）

撮影：2007年1月19日

撮影：2008年2月4日

消
波
堤

離
岸
堤

離岸堤・消波堤

（1970～1989年整備）

撮影：1980年12月
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■浜松篠原海岸の過去と現在（斜め写真）

中田島
砂丘

馬込川

撮影：2007年1月19日

中田島
砂丘

馬込川

撮影：1980年12月

撮影：2008年2月4日

中田島
砂丘

馬込川
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養浜実施地点



■浜名港海岸の過去と現在（斜め写真）

今切口浜名湖

撮影：1980年12月

沿
岸

漂
砂

の

卓
越

方
向

今切口

浜名湖
離岸堤

1986～1991年

撮影：2007年1月19日

沿
岸

漂
砂

の

卓
越

方
向

今切口
浜名湖

撮影：2008年2月4日15

ﾌｨﾙﾀｰﾕﾆｯﾄ設置

ﾌｨﾙﾀｰﾕﾆｯﾄ設置

撮影：2008年2月4日

■新居海岸の過去と現在（斜め写真）

撮影：1980年12月

撮影：2007年1月19日
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■湖西海岸の過去と現在（斜め写真）

国道42号

撮影：1980年12月

撮影：2007年1月19日

撮影：2008年2月4日17
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2．各地先海岸毎の海岸線変化と土量変化

・天竜川河口部
（天竜川から東側）
・竜洋海岸離岸堤設置区間
・竜洋海岸・磐田海岸侵食域
・福田海岸西部堆積域
・福田海岸東部堆積域
・福田漁港区域西部
・福田漁港区域東部
・福田漁港・浅羽海岸侵食域
・浅羽海岸東部
・大須賀海岸西部
・大須賀海岸東部
・大浜海岸
・浜岡海岸(新野川以西)
・浜岡海岸(新野川以東)
・御前崎海岸
・御前崎海岸(日向子地区)

（天竜川から西側）
・浜松五島海岸
・浜松篠原海岸東部
・浜松篠原海岸(中央部)

～舞阪海岸
・浜名港海岸(全域)
・新居海岸
・湖西海岸

広域の土砂収支図

汀線変化図
砂浜幅の沿岸方向分布
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■天竜川以東の長期の汀線変化（1962年基準）
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19621984

19621995

19622008

垂直写真の読み取りによる汀線変化図（1962～2008年）

弁財天川

菊
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新
野
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筬
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天
竜
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太
田
川

侵食

堆積

御
前
崎
港

2008年2月撮影
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19622007

■天竜川以西の長期の汀線変化（1962年基準）

20垂直写真の読み取りによる汀線変化図（1962～2008年） 202008年2月撮影
今
切
口

馬
込
川

侵食

堆積



■砂浜幅の沿岸方向分布（天竜川以東）
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*垂直空中写真からの汀線判読結果より作成。
*砂浜幅は護岸から汀線までの距離と定義した。
なお、護岸の整備されていない範囲では、保安林前面や自転車道から汀線までの
距離で代用している。
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■砂浜幅の沿岸方向分布（天竜川以西）
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*垂直空中写真からの汀線判読結果より作成。
*砂浜幅は護岸から汀線までの距離と定義した。
なお、護岸の整備されていない範囲では、保安林前面や自転車道から汀線までの
距離で代用している。
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■汀線変化量分布図・砂浜幅の沿岸方向分布（天竜川以西）
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2007年-2008年

2007年-2008年1年間の変化量
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■汀線変化量分布図・砂浜幅の沿岸方向分布（天竜川以西）
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2007年-2008年

2007年-2008年1年間の変化量



1962年汀線

土量算定範囲
（No.132～No.143）

測量基準点
～沖合1.5km

天
竜
川

No. 132

No. 143
No. 135

1986年2月基準
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天竜川河口部 No.132-No.143 L=2.2km

-20.9万m3/年

2008年2月撮影

■天竜川河口部の海岸線変化と土量変化
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1984年2月

1995年2月

2008年2月

写真上の赤線は1962年汀線

1984年 2月基準年

1990年 2月

1984年 2月基準年

2000年 2月

1984年 2月基準年

2007年 2月

1984年 2月基準年

2008年 2月

0

5

1 0

- 5

- 1 0

0 5 0 0 1 0 0 0

竜洋
測線 No.135 

標
高

m 

岸沖方向距離m 

侵食

堆積

天竜川河口 No.135

1984年基準

1990年2月

2000年2月

2008年2月

●沖合い侵食が顕著

2007年2月

※前回提示の1994～2007年の傾向値-20.8万m3/年

1984年 2月基準年

1990年 2月

1984年 2月基準年

1995年 2月

1984年 2月基準年

2007年 2月

1984年 2月基準年

2008年 2月
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1 0

- 5

- 1 0

0 5 0 0 1 0 0 0

竜洋
測線 No.125 

 

標
高
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岸沖方向距離m 

侵食

堆積

竜洋No.125（205）

1984年基準

1990年2月

1995年2月

2008年2月

離岸堤

2007年2月

汀線前進 汀線後退

L=4578mL=922mL=3363m

200m

約100m

1962年汀線

No.121 No. 132

土量算定範囲

（No.121～No.132）

測量基準点
～沖合1.5km

測量実施間隔：
200m～400m

No.125

福田海岸 磐田海岸 竜洋海岸

1986年2月基準
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竜洋海岸離岸堤設置区間 No.121-No.132 L=2.2km

竜洋海岸離岸堤群

-14.5万m3/年

2008年2月撮影

■竜洋海岸離岸堤設置区間の
海岸線変化と土量変化
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●離岸堤背後で
堆砂～安定傾向

●離岸堤の沖合
いは侵食が顕著

※前回提示の1994～2007年の傾向値-13.8万m3/年



1984年 2月基準年

1990年 2月

1984年 2月基準年

1995年 2月

1984年 2月基準年

2007年 2月

1984年 2月基準年

2008年 2月
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竜洋
測線 No.117 

標
高
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岸沖方向距離m 

侵食

堆積

竜洋No.117（197）

1984年基準

1990年2月

1995年2月

2008年2月

2007年2月

汀線前進 汀線後退

L=4578mL=922mL=3363m

200m

約100m

1962年汀線福田海岸 磐田海岸 竜洋海岸

No.121
No. 110

土量算定範囲

（No.110～No.121）

測量基準点
～沖合1.5km

測量実施間隔：200m～400m

No.117

1986年2月基準

-300

-200

-100

0

100

200

300

1
9
8
6

1
9
9
0

1
9
9
4

1
9
9
8

2
0
0
2

2
0
0
6

2
0
1
0

測量年

測
量

基
準

点
か

ら
沖

合
1
.
5
k
m
ま

で
の

土
量

変
化

量
(
万

m
3
)

竜洋・磐田海岸侵食域 No.110-No.121 L=2.8km

竜洋海岸離岸堤群

-14.5万m3/年

■竜洋海岸・磐田海岸侵食域の
海岸線変化と土量変化
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●離岸堤群設置に
伴い海岸線が後退し、

現在は砂浜が概ね
消失

2008年2月撮影

※前回提示の1994～2007年の傾向値-15.4万m3/年
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福田No.107（181）

1984年基準

1990年2月

2008年2月

1997年2月

2007年2月

汀線前進 汀線後退

L=4578mL=922mL=3363m

200m

約100m

1962年汀線福田海岸 磐田海岸 竜洋海岸
土量算定範囲（No.121～No.1(福田漁港測線)）

測量基準点
～沖合1.5km

No.107

測量実施間隔：
200m～400m

No.1
No. 121

1986年2月基準
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福田海岸西部堆積域 No.1（福田漁港測線）-No.110
L=2.273km
測量未実施期間のため垂直空中写真判読汀線より推定

*空中写真：汀線変化量(m)×漂砂移動高
12.8m×沿岸方向距離(m)福田漁港西防波堤

-2.4万m3/年

■福田海岸西部堆積域の
海岸線変化と土量変化

●近年は安定傾向
（海岸線位置）

28

●西防波堤延伸に
伴い、堆積が進行

2008年2月撮影

※前回提示の1994～2007年の傾向値-6.2万m3/年



汀線前進

汀線後退

L=4578mL=922mL=3363m

200m

約100m

1962年汀線福田海岸 磐田海岸 竜洋海岸

No.1
No. 25

土量算定範囲(No.1～No.25)

測量基準点
～沖合1.5km

測量実施間隔：400m～500m

No.11

1986年2月基準
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福田海岸東部堆積域 No.1-No.25 L=1.2km

福田漁港西防波堤

8.2万m3/年

2008年2月撮影

■福田海岸東部堆積域の
海岸線変化と土量変化

29

●西防波堤延伸に
伴い、基準時期
(1986年)から一様
に堆積が進行

●現在の海岸線は
1962年より最大
200m前進

1984年 2月基準年

1990年 2月

1984年 2月基準年

2000年 2月

1984年 2月基準年

2007年 2月

1984年 2月基準年

2008年 2月

0

5

1 0

- 5

- 1 0

0 5 0 0 1 0 0 0

浅羽海岸・福田漁港
測線 No.11

標
高

D.L.m 

岸沖方向距離(ｍ） 

侵食

堆積

福田漁港No.11

1984年基準

1990年2月

2007年2月

2000年2月

D.L.m

T.P.+0m=D.L.＋1.045m

2008年2月

※前回提示の1994～2007年の傾向値+8.5万m3/年

汀線前進浅羽海岸

L=4353m

200m1962年汀線

No.46
No. 25

土量算定範囲
(No.25～No.46)

測量実施間隔：200m～300m

1986年2月基準
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福田漁港区域西部(西防波堤先端以西) No.25-No.46
L=1km

福田漁港東突堤

福田漁港
西防波堤

福田漁港東防波堤

7.6万m3/年

2008年2月撮影

■福田漁港区域西部の
海岸線変化と土量変化

30

1986年基準

1990年2月

2000年2月

2008年2月

●西防波堤の整備に
伴い顕著な堆積傾向
となっている。

※前回提示の1994～2007年の傾向値+6.9万m3/年



汀線前進浅羽海岸

L=4353m

200m1962年汀線

No.46No. 65

土量算定範囲
(No.46～No.65)

測量実施間隔：
200m～300m

2008年2月

2008年2月撮影

1986年2月基準
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福田漁港区域東部(西防波堤先端以東) No.46-No.65
L=1km

福田漁港
西防波堤 福田漁港東突堤

福田漁港東防波堤

8.9万m3/年

■福田漁港区域東部の
海岸線変化と土量変化

●東防波堤、突
堤の整備が進
むにつれ堆積

が進行

31

1986年基準

1990年2月

2000年2月

港内・港口部から福田漁港東側（浅羽海岸沖合いを含む）
への排出土砂量は137万m3（1979～2006年：約5.1万m3/年）

※前回提示の1994～2007年の傾向値+7.9万m3/年

1986年 2月基準年

1991年 2月

1986年 2月基準年

2000年 2月

1986年 2月基準年

2007年 2月

1986年 2月基準年

2008年 2月

0
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1 0

- 5

- 1 0

0 5 0 0 1 0 0 0

浅羽海岸・福田漁港
測線 No.69

  

標
高

D.L.m 

岸沖方向距離(ｍ） 

侵食

堆積

1986年基準

1991年2月

2000年2月

2008年2月

D.L.m

T.P.+0m=D.L.＋1.045m

浅羽No.69

2007年2月

汀線前進浅羽海岸

L=4353m

200m

1962年汀線No.77 土量算定範囲
(No.65～No.77)

測量実施間隔：100m

No.69

No. 65

測量基準点
～沖合1.5km

(H19年台風9号により自転車道被災)

2008年2月撮影

1986年2月基準
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浅羽海岸侵食域 No.65-No.77 L=3.1km

福田漁港東突
堤福田漁港東防波堤

福田漁港
西防波堤

-3.9万m3/年

32

港内・港口部から福田漁港東側（浅羽海岸沖合いを含む）
への排出土砂量は137万m3（1979～2006年：約5.1万m3/年）

●東西防波堤、東突
堤の整備に伴い、

海岸線～沖合1km付
近まで侵食傾向

■福田漁港・浅羽海岸侵食域の
海岸線変化と土量変化

●2007年の台風9号
により汀線が大幅に
後退し、自転車道が
被災(No.69)

●領域全体では
安定傾向

※前回提示の1994～2007年の傾向値-5.0万m3/年



1984年 2月基準年

1990年 2月

1984年 2月基準年

2000年 2月

1984年 2月基準年

2007年 2月

1984年 2月基準年

2008年 2月
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浅羽海岸・福田漁港
測線 No.78

  

標
高

D.L.m 

岸沖方向距離(ｍ） 

侵食

堆積

1984年基準

浅羽No.78

1990年2月

2000年2月

2008年2月

D.L.m

T.P.+0m=D.L.＋1.045m

2007年2月

汀線前進浅羽海岸

L=4353m

200m

1962年汀線No.77

測量基準点
～沖合1.5km

No.79

測量実施間隔：500m

No.78

2008年2月撮影

33

1986年2月基準
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浅羽海岸東部 No.77-No.79 L=2km

福田漁港東突堤
福田漁港東防波堤

福田漁港
西防波堤

3.5万m3/年

■浅羽海岸東部の
海岸線変化と土量変化

●水中部で変動
が見られる

土量算定範囲
(No.77～No.79)

●安定
～堆積傾向

※前回提示の1994～2007年の傾向値±0万m3/年

1984年 2月基準年

1990年 2月

1984年 2月基準年

2000年 2月

1984年 2月基準年

2007年 2月

1984年 2月基準年

2008年 2月

0

5

1 0

- 5

- 1 0
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浅羽海岸・福田漁港
測線 No.79

  

標
高

D.L.m 

岸沖方向距離(ｍ） 

侵食

堆積
1984年基準

浅羽No.79

1990年2月

2000年2月

2008年2月

D.L.m

T.P.+0m=D.L.＋1.045m

2007年2月

東
大
谷
川

No.80 No.79

土量算定範囲
(No.79～No.80)

測量基準点
～沖合1.5km

測量実施間隔：1000m

No.79

1962年汀線

大須賀海岸

L=5020m

1986年2月基準

-300

-200

-100

0

100

200

300

1
9
8
6

1
9
9
0

1
9
9
4

1
9
9
8

2
0
0
2

2
0
0
6

2
0
1
0

測量年

測
量

基
準

点
か

ら
沖

合
1
.
5
k
m
ま

で
の

土
量

変
化

量
(
万

m
3
)

大須賀海岸西部 No.79-No.80 L=1km

1.7万m3/年

2008年2月撮影

■大須賀海岸西部の
海岸線変化と土量変化

●安定傾向

34

●水中部で変動
が見られる

※前回提示の1994～2007年の傾向値±0万m3/年



1994年 2月基準年

1995年 2月

1994年 2月基準年

1997年 3月

1994年 2月基準年

2007年 2月

1994年 2月基準年

2008年 1月
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大須賀海岸
測線 NO.121 

標
高

m 

岸沖方向距離(ｍ） 

1994年基準

大須賀No.121

1995年2月

1997年3月

2008年1月

2007年2月

東
大
谷
川

1962年汀線

大須賀海岸

L=5020m

No.129No.108
土量算定範囲
(No.108～No.129)

測量基準点
～沖合1.5km

測量実施間隔：200m～600m

No.121
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深浅測量(1995年2月基準)

空中写真(1995年3月基準)

*空中写真：平均汀線変化量(m)×
漂砂移動高9.7m×沿岸方向距離(m)

0m3/年 -5.3万m3/年

-2.2万m3/年

■大須賀海岸東部の海岸線変化と土量変化

35

●海岸線付近は
安定傾向

※測量時期が少ないため、傾き・傾向値は暫定値

●水中部で変動
が見られる

2008年2月撮影

※前回提示の1994～2007年の傾向値-5.8万m3/年

1994年 2月基準年

1997年 3月

1994年 2月基準年

2006年 2月

1994年 2月基準年

2007年 2月

1994年 2月基準年

2008年 1月
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大浜海岸
測線 NO.96

標
高

m 

岸沖方向距離(ｍ） 

侵食

堆積

1994年基準

大浜No.96

1997年3月

2006年2月

2008年1月

2008年2月

2008年2月撮影
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深浅測量(1995年2月基準)
空中写真(1995年3月基準)

*空中写真：平均汀線変化量(m)×漂砂移動高
9.7m×沿岸方向距離(m)

7.4万m3/年 -1.7万m3/年

■大浜海岸の海岸線変化と土量変化

36

※測量時期が少ないため、傾き・傾向値は暫定値

●海岸線付近は
安定傾向

●水中部で変動
が見られる

東
大
谷
川

1962年汀線

大須賀海岸

L=5020m

No.107
No.84

土量算定範囲
(No.84～No.107)

測量基準点
～沖合1.5km

測量実施間隔：200m～600m

No.96

※前回提示の1994～2007年の傾向値-6.2万m3/年

36
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深浅測量(1995年2月基準)
空中写真(1995年3月基準)
汀線測量(1995年5月基準,資料提供:中部電力)

*空中写真：平均汀線変化量(m)×漂砂移動高9.7m×沿岸方向距離(m)
*汀線測量の平均汀線変化量は、対象区間5800mのうち新野川から
3650m区間の平均を算出。

2.3万m3/年
0.0m3/年

3.6万m3/年 0.9m3/年

1.0万m3/年

0.9万m3/年

1995年 2月基準年

2000年 3月

1995年 2月基準年

2004年 1月

1995年 2月基準年

2005年11月

1995年 2月基準年

2007年12月

0
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- 5

- 1 0
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浜岡海岸
測線 NO.63

 

標
高

m 

岸沖方向距離(ｍ） 

1995年基準

2004年1月

2007年12月

浜岡No.63

2000年3月

2005年11月

1962年汀線

No.83

No.55

土量算定範囲
(No.55～No.83)

測量基準点
～沖合1.5km

測量実施間隔：200m
No.63

浜岡原子力発電所

（1976年運用開始）

浜岡海岸

L=7994m

※測量時期が少ないため、傾き・傾向値は暫定値

2008年2月撮影

■浜岡海岸(新野川以西)の
海岸線変化と土量変化

37

●海岸線付近は
安定傾向

●水中部で変動
が見られる

※前回提示の1994～2007年の傾向値±0万m3/年
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新野川～1･2号取水口
1･2号取水口～3･4･5号取水口
3･4･5号取水口～筬川

1973年5月基準

沖合0m～600m

沖合600m～1050m
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浜岡原子力発電所深浅測量(測線No.30-No.74)

1973年5月基準

1.5万m3/年

1.3万m3/年

38

2004年11月データは傾向値算
出には加味せず。
・沖合1km（水深10～15m）間
で2m前後の水深変動がある
測線を多く含む。
・周辺海岸で同様に顕著な変
動を示している海岸はない。

2008年2月撮影

■浜岡海岸(新野川以東)の海岸線変化と土量変化

領域全体の土量変化 ブロック別の土量変化

測量基準点
～沖合600m

沖合600m
～1050m

No.42No.52
No.30

No.74
浜岡原子力発電所
（1976年運用開始）

測量実施間隔：50m

1962年汀線

資料提供：中部電力（株）



1980年11月基準年
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御前崎海岸
測線 NO.8 
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御前崎海岸
測線 NO.4 
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岸沖方向距離(ｍ） 

侵食

堆積

1980年基準

御前崎No.8

1995年12月

2000年12月

2007年12月

御前崎No.4

1995年12月

2000年12月

2007年12月

岩礁

1980年基準

2006年12月 2006年12月

御前崎海岸

L=7706m

御前崎港

中
西
川 約100ｍ

後退

No.9

測量基準点
～沖合600m

No.2+677m
No.4

No.8

土量算定範囲
(No.2+677m～No.9)

測量実施間隔：810m～1000m

1962年汀線
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深浅測量(1994年12月基準)

空中写真(1995年3月基準)

*空中写真：平均汀線変化量(m)×漂砂
移動高9.7m×沿岸方向距離(m)

-8.8万m3/年

-10.4万m3/年

■御前崎海岸の海岸線変化と
土量変化

392008年2月撮影

●海岸線後退により
砂浜が概ね消失

※近年は測量時期が少ないため、傾き・傾向値は暫定値

●沖合では岩礁部の
砂が流出

※前回提示の1994～2007年の傾向値-10.0万m3/年
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侵食

堆積
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御前崎No.2

1985年11月
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岩礁

2006年12月

御前崎海岸

L=7706m

御前崎港

中
西
川 約100ｍ

後退

No.9

No.2+677m

No.1

土量算定範囲(No.1～ No.2+677m)

測量基準点
～沖合0.6km

測量実施間隔：810m～1000m

No.2
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深浅測量(1994年12月基準)

空中写真(1995年3月基準)

*空中写真：平均汀線変化量(m)×漂砂
移動高9.7m×沿岸方向距離(m)

-1.2万m3/年0m3/年

0m3/年

■御前崎海岸(日向子地区)の
海岸線変化と土量変化

●沖合いで岩礁
部の地形が変動
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※近年は測量時期が少ないため、
傾き・傾向値は暫定値

●測量開始当初
から砂浜無し

2008年2月撮影

※前回提示の1994～2007年の傾向値-2.1万m3/年
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浜松五島海岸(測量基準点から消波堤位置)

浜松五島海岸(消波堤～沖合1km)

沖合施設整備

-18.1万m3/年

1962年汀線

約250m後退

土量算定範囲
（No.144～
159+100）

No.150

2008年2月撮影

1994年 1月基準年

2000年 3月

1994年 1月基準年

2005年 2月

1994年 1月基準年

2007年 3月

1994年 1月基準年

2008年 2月

0

5

1 0

- 5

- 1 0

0 5 0 0 1 0 0 0

浜松五島
測線 NO.150 

  

標
高

m 

岸沖方向距離(ｍ） 

浜松五島No.150

1994年基準

2000年3月

2005年3月

2008年2月

2007年3月

■浜松五島海岸の海岸線変化と土量変化
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●河口部、消波堤
区間の海岸線は
1962年から大きく
後退

●消波施設背後
は整備後安定し
ている

●消波施設沖合い
は現在も侵食が
進行

※前回提示の1994～2007年の傾向値-18.0万m3/年

馬
込
川

1962年汀線

浜松篠原海岸
L=11186m

約200ｍ後退

中田島砂丘 No.167

N
o.

15
9+

10
0

土量算定範囲
（No.159+100～No.167）

測量基準点
～沖合1km

No.160
測量実施間隔：200m～1400m
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深浅測量 (1971年8月基準)

空中写真 (1972年10月基準)

*空中写真：平均汀線変化量(m)×漂
砂移動高9.7m×沿岸方向距離(m)

-9.1万m3/年

-16.4万m3/年

1971年 8月基準年

1980年 7月

1971年 8月基準年

1990年 7月

1971年 8月基準年

2007年 3月

1971年 8月基準年

2008年 2月
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浜松篠原海岸
測線 NO.160 
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堆積

1971年基準

浜松篠原No.160

1980年7月

1990年7月

2008年2月

2007年3月

2008年2月撮影

■浜松篠原海岸東部の海岸線変化と土量変化

●基準時期から
現在まで海岸線
後退、沖合い侵
食が顕著。
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※前回提示の1994～2007年の傾向値-16.9万m3/年



1995年 3月基準年
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浜松篠原海岸
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深浅測量 (1995年3月基準)
空中写真 (1995年3月基準)

*空中写真：平均汀線変化量(m)
×漂砂移動高9.7m×沿岸方向距離(m)

9.5万m3/年

-3.7万m3/年

馬
込
川

浜松篠原海岸
L=11186m

約200ｍ後退

中田島砂丘 No.167
No.194

土量算定範囲（No. 167
～No.10）

測量基準点
～沖合1km

測量実施間隔：200～1200m

1962年汀線

1962年汀線

測量基準点～沖合1km
No.10

舞阪海岸
L=902m

■浜松篠原海岸(中央部)～舞阪海岸の
海岸線変化と土量変化

●基準時期から現在
まで、海岸線は一様
に前進傾向

43

2008年2月撮影

●水深5m以浅は
堆砂傾向である。
5m以深の変動が
激しい

※前回提示の1994～2007年の傾向値+1.7万m3/年
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深浅測量 (1980年3月基準)
深浅測量 (1978年3月基準/今切口周辺)
空中写真 (1981年10月基準)

*空中写真：平均汀線変化量(m)
×漂砂移動高9.7m×沿岸方向距離

西導流堤延伸

東導流堤延伸
離岸堤3基

0m3/年

7.4万m3/年

■浜名港海岸(全域)の海岸線変化と土量変化
●海岸線は1962年以降1996年位まで

前進していたが、近年は安定傾向

1973年3月～2008年1月の変化

コンターは2008年地形(T.P.m)

地形変化量(m)

●土量については今切口付近を中心に
近年においても堆積傾向

浜名港海岸

L=2786m

新居海岸

L=4792m

1962年汀線
約250ｍ前進

約100ｍ後退

No.62

No. 10

土量算定範囲
（No.10～No.62）

測量基準点
～沖合1km

(1980-1995年
実施の測量)

測量実施間隔：200m～600m

今
切
口

今切口周辺深浅測量範囲
沖合約1.5kmまで

2008年2月撮影 44

※前回提示の1994～2007年の傾向値+12.9万m3/年



浜名港海岸

L=2786m

新居海岸

L=4792m

1962年汀線

約100ｍ後退

No.40
No.10

土量算定範囲
（No.10～No.40）

測量基準点
～沖合1km

今
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口

約250ｍ前進

測量実施間隔：200m～600m

No.36
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深浅測量 (1980年3月基準)
深浅測量 (1980年3月基準/土木研究所資料)
空中写真 (1981年10月基準)

*空中写真：平均汀線変化量(m)
×漂砂移動高9.7m×沿岸方向距離(m)

西導流堤延伸

東導流堤延伸
離岸堤3基

0m3/年

■浜名港海岸(今切口以東)の
海岸線変化と土量変化

●今切口導流堤
延伸に伴い、汀
線前進、土量堆
積が顕著であった

452008年2月撮影

●近年は安定
傾向

1995年 3月基準年
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※前回提示の1994～2007年の傾向値±0万m3/年
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浜名港No.52

1995年基準

2004年3月

2008年1月

2000年3月

離岸堤設置位置

離岸堤開口部

2007年3月

浜名港海岸

L=2786m
新居海岸

L=4792m

1962年汀線

約100ｍ後退

No.40

No.62

測量基準点
～沖合1km

今切口

約250ｍ前進

測量実施間隔：200m～600m

土量算定範囲
（No.40～No.62）

No.52
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深浅測量 (1980年3月基準)

空中写真 (1981年10月基準)

*空中写真：平均汀線変化量(m)
×漂砂移動高9.7m×沿岸方向距離(m)

西導流堤延伸

東導流堤延伸
離岸堤3基

0m3/年

■浜名港海岸(今切口以西)の
海岸線変化と土量変化

46

●離岸堤整備に伴
い、海岸線前進、
土量堆積が進んで
いた

2008年2月撮影

●近年の海岸線は
安定傾向。沖合い
の変動は激しい

0万m3/年

※前回提示の1994～2007年の傾向値±0万m3/年
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約250ｍ前進
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土量算定範囲
（No.3300～No.7900）

測量基準点
～沖合1km

測量実施間隔：200m～400m

No.5500 No.3300

-300

-200

-100

0

100

200

300

1
9
6
2

1
9
6
6

1
9
7
0

1
9
7
4

1
9
7
8

1
9
8
2

1
9
8
6

1
9
9
0

1
9
9
4

1
9
9
8

2
0
0
2

2
0
0
6

2
0
1
0

測量年

測
量

基
準

点
か

ら
沖

合
1
.
5
k
m
ま

で
の

土
量

変
化

量
(
万

m
3
)

深浅測量 (1995年3月基準)
空中写真 (1995年3月基準)

*空中写真：平均汀線変化量(m)
×漂砂移動高9.7m×沿岸方向距離(m)

西導流堤延伸

東導流堤延伸
離岸堤3基

-8.5万m3/年

2008年2月撮影

■新居海岸の海岸線変化と土量変化

●浜名港海岸
(今切口以西)の
堆積と同時期
(1980年代)より
侵食傾向

47

●近年も海岸線から
沖合い500mにか
けて侵食が顕著

※前回提示の1994～2007年の傾向値-9.6万m3/年
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深浅測量 (1995年3月基準)
空中写真 (1995年3月基準)

*空中写真：平均汀線変化量(m)
×漂砂移動高9.7m×沿岸方向距離(m)

西導流堤延伸

東導流堤延伸
離岸堤3基 -6.4万m3/年

0m3/年

2008年2月撮影

■湖西海岸の海岸線変化と土量変化

●海岸線は安定
傾向。

48

●近年は沖合い

500m（水深5m)
程度で侵食が
見られる。

No.3100

土量算定範囲
（No.-1200～No.3100）

測量基準点
～沖合1km

測量実施間隔：550m～1000m

No. 0

No. -1200

新居
海岸

県
境

1962年汀線

↑

愛
知
県

※前回提示の1994～2007年の傾向値-7.5万m3/年



:漂砂の卓越移動方向（河口部は流出土砂）

:1984～1993年

:1994～2008年
土量変化（万m3/年）

:1994～2008年 浚渫・養浜土砂投入（万m3/年）

凡
例

49

●天竜川から東側の広域土量変化図（天竜川河口～御前崎海岸）

・深浅測量結果から各海岸の土量変化を算出。
・下段の期間を1994～2007年→1994～2008年に更新。

（）内に1994～2007年期間のものを併記

1984～2008年の25年間の

土量変化解析より区分毎の傾向値(万ｍ3/年)を算出

天
竜
川
河
口

磐田海岸

竜洋海岸福田海岸

福田漁港
海岸浅羽海岸大須賀海岸大浜海岸浜岡海岸御前崎海岸

日向子地区
（岩礁域）

弁
財
天
川

菊
川

新
野
川

筬
川

御前崎港

離岸堤

0
(-5)

+17
(+15)

+8
(+9)

-29
(-29)

-21
(-21)

-6 +16 +22 -1 -34

下段を
更新

沖合流出
（量は不明）

5.5
(計67)

※泊地浚渫が主。
維持は計9

0

0
(-6)

+7

-2
(-6)

+4

+1
(0)

+2

+1
(+4)

-9

-10
(-10)

0

-1
(-2)

漁港T字突堤より
東側区間

※岩礁域

中部電力（株）
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*1994年～2007年の浜岡海岸の土量変化量は、データ処理の修正前

：漂砂の卓越移動方向（河口部は流出土砂）

:1984～1993年

:1994～2008年
土量変化（万m3/年）

:1994～2008年 浚渫・養浜土砂投入（万m3/年）

凡
例
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●天竜川から西側の広域土量変化図（天竜川河口～愛知県境）

・深浅測量結果から各海岸の土量変化を算出。
・下段の期間を1994～2007年→1994～2008年に更新。

（）内に1994～2007年期間のものを併記

（沿岸漂砂量は未更新。今後、沖合流出量を加味し更新していく。）

1984～2008年の25年間の

土量変化解析より区分毎の傾向値(万ｍ3/年)を算出

導流堤沖側への回りこみが開始

離岸堤・消波堤

離岸堤

-21
(-21)

-18
(-18)

-16
(-17)

-4
(+2)

+7
(+13)
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-6
(-8)

-34 -10 -15 +11 +9 -9 0

下段を
更新

0.4
(計5)

1
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沖合流出
（量は不明）

※1995
～2008

※1995
～2008

※1995
～2008

←垂直
写真

←垂直
写真

←垂直
写真

天
竜
川
河
口

浜松五島海岸

卓越漂砂方向の分岐点を仮定

浜松篠原海岸 舞阪
海岸

浜名港海岸
新居海岸 湖西海岸

No.167

2008年2月撮影



■御前崎港浚渫実績

2008年1月撮影
51

・平成14年以降では平成19年に1回、航路浚渫
（V=7,300m3）を実施したのみであり、港内におけ
る顕著な堆砂は生じていない（航路障害を起こす
ような顕著な堆砂は生じていない）。

航路浚渫
（平成19年：V=7,300m3）
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■竜洋海岸の現状

汀線の前進

汀線の後退

天
竜
川

天
竜
川

2007年1月撮影

2008年2月撮影

●垂直空中写真による汀線の確認

黄線は2007年1月汀線



■今切口周辺の状況
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水深変化量の平面分布（1973年3月～2008年1月)

等深線は2008年1月
（m）

H17年度
浚渫区域

H18年度
浚渫区域

320m

440m

■今切口浚渫実施箇所の状況

平成17年10月～
平成19年3月の水深変化

平成19年3月～
平成20年1月の水深変化

コンターは平成19年3月地形 コンターは平成20年1月地形

平成19年3月
浚渫完了

※浚渫前までの
堆砂は生じていない

○浚渫前(2005年10月)と最新測量時期
(2008年1月)の土量を比較すると
測量範囲全体：-13.1万m3

浚渫範囲：-8.1万m3

測量範囲

浚渫範囲

○浚渫前ほどの堆砂は生じておらず
巻き波砕波が生じにくい状況を保持。
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沖合距離：2km 設置水深：40m

竜洋観測所 風の観測施設
観測点地上高：15.0m
観測点標高：T.P.+17.0m
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■竜洋観測所データに基づく波浪特性 （1999年1月～2007年12月）

凡例

  0.0～  0.9

  1.0～  1.9

  2.0～  2.9

  3.0～ 

有義波高(m)

春 夏 秋 冬
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ρ：水の密度,g：重力加速度,H：波高,h水深

・台風来襲の多い夏季のエネルギーが大きい。
このとき波向は南～南南西である。
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(3月～5月）
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(6月～8月）
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■浜岡観測点における季節別・波向別 波高発生頻度（1982-2000）
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【春】

【夏】

【秋】

【冬】

青線：御前崎海岸の海岸線の向き



■目標砂浜幅の考え方(1) 防護面からみた目標砂浜幅

出典；青木ら、海岸工学論文集,
第47巻,(2000),pp.586-590.

汀線後退量約30m汀線後退量約30m

○小島地区
●寺沢地区
▽高塚地区
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平滑化汀線平常に対する汀線変動幅(2003年2月撮影垂直空中写真判読結果から作成)

「ばらつき幅」のイメージ
ばらつき幅による評価

短期汀線変動実測値による評価
豊橋市の海岸の短期変動量
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■目標砂浜幅の考え方(2) 環境･利用面からみた目標砂浜幅
遠州灘の砂浜は通常100ｍ以上

植生やウミガメの産卵
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３．天竜川河口～浅羽海岸間の

海浜地形予測シミュレーション結果

●予測計算で用いた天竜川河口からの流入土砂量（Qin)
■既往の研究資料等から、佐久間ダムや秋葉ダムの建設以前（自然状態）では、天竜川から

供給された土砂の内、海岸の形成に寄与していた土砂量は60万m3/年とされている。

■第6回天竜川ダム再編事業環境検討委員会では、一次元河床変動計算により佐久間ダム・
秋葉ダムがない時点での、河口放出土砂量（砂：0.106mm～0.85mm）を93万m3/年と推算。

■この海岸形成土砂量と河口放出土砂量の比 60／93＝0.65を佐久間ダム・秋葉ダム建設以降の
一次元河床変動計算結果（24万m3/年※最新値）に乗じて、現状の海岸形成土砂量を15万m3/年と設定。

■海岸形成土砂量の半分が東側の竜洋海岸に流入するものとし現況再現や将来予測の計算においても、
この流入土砂量（Qin）を使用（ 1962～1981年→30万m3/年、1981年～2008年→7.5万m3/年）。

単位：×104m3/yr

ケース 
細粒 

0.1<d<0.25mm 

中粒 

0.25<d<0.85mm 

粗粒 

0.85mm<d 
総量 

1, 自然状態 33 26 1 60 

2. 佐久間ダム建設以降，現状 5 9 1 15 

3. 現況再現 2008 年 5 9 1 15 

4. 将来予測（現状維持の場合） 5 9 1 15 
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■竜洋海岸離岸堤群下手の対策の検討
～等深線変化予測シミュレーション～

■流出土砂量のうち海岸形成土砂量の設定根拠
→芝野ら(1988)は，扇状地の堆積土砂量から天竜川からの供給土砂量を50万m3/年と推定した．また佐藤ら(2004)は，天竜川の流
出土砂量を(50～83.3)万m3/年と推定。これらの値を参考に調整した結果、60万m3/年で再現計算が最もよくあった（宇多ら, 2006）。

※前回委員会でのQinは1981年～1993年→0万m3/年（仮定値）、1993年～2007年→18万m3/年（国交省
資料による一次元河床変動計算結果）を用いている。
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●計算条件（1）

計算手法
混合粒径砂の分級過程を考慮した海浜変形モデル(熊田ら、2003)
回折計算：方向分散法(酒井、2002）

計算対象範囲 天竜川河口～弁財天川 延長17.5km

初期地形 再現計算：直線平行等深線 予測計算：再現計算結果

入射波条件
エネルギー平均波 波高1.6m、周期7秒、波向S
(1962年初期汀線への波の入射角θw=20°Smax=10)
波高の低減率の最小しきい値：0.3、波の抽出回数：1step毎

計算等深線 ⊿z=＋3m～－9m、hc=9m～バーム高hR=3m

計算メッシュ・時間
間隔・ステップ数

沿岸方向⊿X=100m、鉛直方向⊿Z=1m、時間間隔⊿ｔ=200hr
ステップ数=43.8ステップ/yr

粒径

・粒径数(3成分)と平衡勾配 粒径１：d50=0.25mm、tanβ=1/100
粒径2：d50=0.425mm、tanβ=1/40 粒径3：d50=2.0mm、tanβ=1/20

・交換層厚：底面長単位幅あたり 勾配1/100：0.5m、勾配1/40：1.25m、
勾配1/20：2.5m

・含有率：
1)交換層A1962年：粒径1：µ1=0.55、粒径2：µ2=0.44、粒径3：µ3=0.01

1962年以降：再現値(直前)の交換層A層の含有率
2)交換層B1962年：粒径1：µ1=0.55、粒径2：µ2=0.44、粒径3：µ3=0.01

1962年以降：自然状態の動的平衡の交換層A層の含有率
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●計算条件（2）

漂砂量

・沿岸漂砂係数：Kx 粒径1=0.0440、粒径2=0.0338、粒径3=0.0156
・小笹・Brampton係数：KZ=1.62Kx（tanβ＝1/30）
・岸沖漂砂量係数：KZ=0.15Kx    ・重力係数：0.2
・安息勾配(土砂落ち込みの限界勾配)：陸上1/2、水中1/3

岸沖漂砂の水深分布 宇多・河野(1996)の3次式

境界条件

岸沖端：ｑｚ=0
右端部：漂砂量指定境界

・自然状態 Q=30万m３/yr 粒径1：Q=16.5万m３/yr(55％)
粒径2：Q=13.2万m３/yr(44％) 粒径3：Q=0.3万m３/yr(1％)

・1981年以降 Q=7.5万m３/yr 粒径1：Q=2.625万m３/yr(35％)
粒径2：Q=4.575万m３/yr(61％) 粒径3：Q=0.3万m３/yr(1％)

左端部：漂砂量指定境界 Q=7万m３/yr

港内浚渫土砂の処分
1981→1993年 福田東 3.2万m３/yr
1993→2008年 福田東 4.9万m３/yr、浅羽海岸 2.0万m３/yr

サンドバイパス
吸込：2011→2038年 福田西 8.0万m３/yr
排出：2011→2038年 福田東突堤東側1km地点 8.0万m３/yr

備考

■現況再現計算（1962→2008年）
1: 河口流入量（以下Qin）を30万㎥／年として自然状態1962年の再現
2: 河口流入量（以下Qin）を30万㎥／年として1962→1981年間の河口テラ
スの平行前進過程を再現
3: 漁港建設後から離岸堤設置直前まで（1981→1993年）をQin=7.5万㎥／
年として河口テラスの縮小過程を再現
4: 離岸堤を設置した後,現在までの再現(1993→2008年) Qin=7.5万㎥／年



d50の分布

1994年
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d50の分布

2007年
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再現対象 汀線と汀線変化量
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再現計算 1）1962年再現 等深線

-2000

-1000

0

1000

2000

3000

4000

0 5000 10000 15000

8000年前
4000年前
1962年

波向（S)

X(m)

Y
(
m
)

福
田
漁
港

弁
財
天
川

天
竜
川

66



再現計算 2）1981年再現 等深線
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再現計算 3）1993年再現 等深線
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再現計算 4）2008年再現 等深線
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再現計算 4）2008年再現 汀線変化量
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●将来予測計算（予測期間30年間：2008～2038年）
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ケース
竜洋海岸対策ケース 備考

1 現況放置
竜洋海岸 対策なし
（ｻﾝﾄﾞﾊﾞｲﾊﾟｽ計画8万m3は実施）

現工事中の農林護岸250m
延伸考慮

2

既設離岸堤改良

1号～5号離岸堤天端高低減
（波高伝達率Kt=0.3→0.5）

天端高T.P.+3.0m→0.5m
（ブロック1～2層撤去）

3
2号～5号離岸堤堤長縮小
（西側25m撤去）

堤長150m→125mに縮小

4 2号、4号離岸堤撤去

5

構造物の新設

ケース2＋突堤新設
（既設ブロック転用材の数
量から規模は決定）

6 ケース2＋離岸堤新設

7 ケース2＋消波堤新設

○以下のケースで竜洋海岸離岸堤群下手の対策を検討。

天竜川河口から東側海岸への流入漂砂量Qin＝7.5万m3/年

※最低限確保したい目標砂浜幅については、遠州灘沿岸の短期汀線変動量から30m
（無堤区間）と設定。ただし、既設離岸堤背後については設置当初の災害採択時に
越波対策上で必要な砂浜幅として50mを目標砂浜幅としている。


